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強
力
な
カ
リ
ス
マ
性
で
日
産
を
再
生

   

ゴ
ー
ン
氏
の
「
次
の
一
手
」

０
０
１
年
同
社
社
長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ
（
最
高
経

営
責
任
者
）
に
そ
れ
ぞ
れ
就
任
し
、
村
山

工
場
（
東
京
）
の
閉
鎖
な
ど
リ
ス
ト
ラ
を

実
施
、
再
建
策
「
日
産
リ
バ
イ
バ
ル
プ
ラ

ン
に
よ
っ
て
Ｖ
字
回
復
を
達
成
し
た
。

　

２
０
０
５
年
に
は
こ
の
功
績
が
評
価
さ

れ
、
ル
ノ
ー
の
社
長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ
に
抜
擢
。

２
０
１
２
年
に
は
連
結
最
終
利
益
で
ト
ヨ

タ
自
を
抜
き
国
内
大
手
の
首
位
を
取
っ
た
。

　

そ
の
一
方
、
東
日
本
大
震
災
や
タ
イ
の

洪
水
の
復
興
支
援
に
も
注
力
す
る
。

　

２
０
１
６
年
燃
費
デ
ー
タ
改
ざ
ん
問
題

で
経
営
が
悪
化
し
た
三
菱
自
と
提
携
、
三

菱
自
会
長
も
兼
務
。

　

そ
し
て
２
０
１
７
年
社
長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の

退
任
を
決
意
、
代
表
権
の
あ
る
会
長
に
留

ま
る
人
事
を
発
表
―
―
、
と
言
っ
た
具
合

に
日
産
を
率
い
て
来
た
。

　

同
年
に
は
ル
ノ
ー
社
長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ
へ
と

昇
進
、日
産・ル
ノ
ー
連
合
を
率
い
る
上
、

昨
年
、
三
菱
自
を
傘
下
に
し
、
そ
の
存
在

感
を
世
界
に
知
ら
し
め
た
。

　

や
や
も
す
る
と
随
所
で
軋
轢
を
生
み
が

ー
プ
統
括
に
集
中
す
る
。

　

ゴ
ー
ン
氏
の
強
烈
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

と
そ
の
経
営
手
腕
は
、
し
が
ら
み
の
な
い

目
で
あ
ら
ゆ
る
課
題
を
洗
い
出
し
、「
売

上
高
営
業
利
益
率
」
の
改
善
と
い
う
具
体

的
な
数
値
目
標
を
掲
げ
、求
心
力
を
高
め
、

早
期
の
再
建
に
つ
な
げ
た
手
法
は
有
名
だ
。

「
必
達
目
標
」を
掲
げ
経
営
改
革

　

コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
（
必
達
目
標
）
を
掲

げ
、
経
営
改
革
を
進
め
た
「
ゴ
ー
ン
流
経

営
」
は
、
系
列
企
業
と
の
馴
れ
合
い
を
一

切
排
し
、
大
胆
な
リ
ス
ト
ラ
断
行
と
な
っ

て
表
れ
た
た
め
、「
コ
ス
ト
カ
ッ
タ
ー
」

と
ま
で
言
わ
れ
て
恐
れ
ら
れ
た
。

　

だ
が
、
自
慢
の
ス
ポ
ー
ツ
カ
ー
「
フ
ェ

ア
レ
デ
ィ
Ｚ
」を
復
活
、電
気
自
動
車（
Ｅ

Ｖ
）を
他
社
に
先
が
け
発
進
さ
せ
る
な
ど
、

日
本
の
ク
ル
マ
づ
く
り
に
そ
の
情
熱
を
傾

け
た
。

　

そ
ん
な
ゴ
ー
ン
氏
の
日
産
で
の
足
跡
を

た
ど
る
と
―
― 

。

　

２
０
０
０
年
日
産
社
長
兼
Ｃ
Ｏ
Ｏ
、
２

み
、
世
界
市
場
で
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
と
し

て
再
生
さ
せ
た
功
績
は
偉
大
だ
っ
た
。

　

今
後
は
会
長
と
し
て
資
本
業
務
提
携
の

ル
ノ
ー
や
三
菱
自
と
の
３
社
連
合
の
グ
ル

  

18
年
間
に
わ
た
っ
て
日
産
自
動
車
を
率

い
て
来
た
、
カ
ル
ロ
ス
・
ゴ
ー
ン
社
長
が

退
任
す
る
。

　

経
営
が
悪
化
し
て
い
た
同
社
に
乗
り
込
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こ
れ
か
ら
日
産
社
員
に
引
き
継
が
れ
て
行

く
に
違
い
な
い
。

　

彼
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
は
、
日
産
、
ル

ノ
ー
、
三
菱
自
の
３
社
連
合
に
さ
ら
な
る

成
果
を
目
指
す
。
生
産
や
調
達
を
共
同
で

行
な
う
こ
と
で
費
用
低
減
に
つ
な
げ
る

他
、
投
資
負
担
の
大
き
い
自
動
運
転
や
Ｅ

Ｖ
（
電
気
自
動
車
）
と
い
う
次
世
代
技
術

の
開
発
、
部
品
の
共
通
化
な
ど
で
、
規
模

拡
大
の
効
果
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

ゴ
ー
ン
氏
は
日
産
で
の
権
限
を
一
部
委

譲
し
、
連
合
全
体
を
見
渡
す
立
場
で
世
界

市
場
に
お
け
る
競
争
力
の
強
化
を
図
る
。

「
３
社
連
合
の
ト
ッ
プ
を
兼
務
す
る
ゴ
ー

ン
氏
の
カ
リ
ス
マ
性
が
ど
こ
ま
で
発
揮
で

き
る
か
。
彼
な
ら
や
る
に
違
い
な
い
」（
業

界
関
係
者
）
と
期
待
を
集
め
て
い
る
。

　

社
長
を
引
き
継
ぐ
西
川
廣
人
副
会
長

は
、「
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
に
貢
献
し
て
い
く
」

と
強
調
し
て
い
る
。

　

ゴ
ー
ン
氏
の
社
長
退
任
に
つ
い
て
は
、

「
会
長
は
続
け
る
の
で
、
日
産
の
経
営
か

ら
完
全
に
退
く
わ
け
で
は
な
い
」（
市
場

関
係
者
）
と
、
退
任
の
報
で
や
や
反
落
し

た
日
産
自
の
株
価
反
応
に
は
冷
静
だ
っ
た
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
日
産
を
Ｖ
字
回
復

さ
せ
、
さ
ら
に
３
社
連
合
へ
の
ゴ
ー
ン
氏

の
〝
ゴ
ー
ン
流
経
営
〞
は
こ
れ
か
ら
が
見

も
の
と
言
え
る
。

超
合
理
的
な
経
営
者
と
し
て
の
存
在
感
を

強
め
て
い
く
。

　

当
初
、
困
惑
し
た
の
は
日
産
の
労
働
組

合
で
も
あ
り
、連
合
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。

　

ゴ
ー
ン
氏
は
リ
ス
ト
ラ
敢
行
後
、〝
鬼

の
経
営
者
〞
と
ま
で
酷
評
さ
れ
た
が
、
す

ぐ
さ
ま
手
腕
を
発
揮
。
業
績
の
Ｖ
字
回
復

達
成
は
就
任
後
２
年
６
カ
月
で
成
し
遂
げ

て
お
り
、
経
営
陣
か
ら
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

ま
ず
第
１
に
、
そ
の
カ
リ
ス
マ
性
だ
っ

た
。

　

就
任
す
る
と
す
ぐ
さ
ま
、
日
本
人
気
質

を
マ
ス
タ
ー
、
強
烈
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

を
発
揮
し
な
が
ら
、
日
本
人
の
よ
き
体
質

も
理
解
し
た
こ
と
が
大
き
か
っ
た
。

　

Ｖ
字
回
復
へ
の
実
現
は
自
分
達
の
責
務

だ
と
し
て
、
求
心
力
を
高
め
た
手
法
は
あ

ま
り
に
も
有
名
で
、「
日
産
の
奇
跡
」
と

ま
で
言
わ
れ
た
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

　

株
主
総
会
は
株
主
と
の
対
話
集
会
と
い

う
型
破
り
総
会
と
し
、
個
人
株
主
を
大
幅

に
増
や
し
た
。
春
闘
で
は
業
界
の
横
並
び

を
排
し
、
利
益
が
上
が
れ
ば
社
員
に
還
元

を
図
っ
た
。

　

三
菱
自
と
の
提
携
に
は
、
社
内
で
も

種
々
異
論
は
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
法
令
順

守
な
ど
を
含
め
た
意
識
改
革
は
道
半
ば

だ
。
し
か
し
、
ゴ
ー
ン
氏
の
取
り
組
み
は

直
し
を
図
っ
た
。

　

た
だ
し
、
そ
の
徹
底
さ
ゆ
え
に
「
コ
ス

ト
カ
ッ
タ
ー
」
と
も
皮
肉
ら
れ
た
が
、
反

面
環
境
規
制
の
厳
格
化
な
ど
も
話
題
を
呼

ん
だ
。

　

２
０
１
６
年
の
日
産
・
ル
ノ
ー
連
合
の

世
界
販
売
台
数
は
９
９
６
万
台
に
拡
大
、

世
界
第
３
位
の
米
ゼ
ネ
ラ
ル
モ
ー
タ
ー
ズ

に
肉
薄
し
、
１
０
０
０
万
台
を
超
え
る
独

の
フ
ォ
ル
ク
ス
ワ
ー
ゲ
ン
・
グ
ル
ー
プ
、

ト
ヨ
タ
を
射
程
内
に
入
れ
た
。

　

３
社
連
合
は
さ
ら
な
る
成
長
を
目
指
し

て
、「
規
模
に
よ
る
競
争
優
位
性
を
享
受

さ
せ
る
」
と
し
て
い
る
。

3
社
連
合
の
ト
ッ
プ
と
し
て
辣
腕

　

ゴ
ー
ン
氏
の
魅
力
は
一
体
ど
こ
に
あ
る

の
か
。

　

ル
ノ
ー
か
ら
転
身
し
た
ば
か
り
の
ゴ
ー

ン
氏
に
対
し
て
、
日
本
の
経
営
陣
は
全
く

異
質
の
フ
ラ
ン
ス
人
経
営
者
と
し
て
見
な

し
、「
得
体
の
知
れ
な
い
外
人
経
営
者
」「
日

本
の
企
業
風
土
に
馴
染
め
る
か
ど
う
か
」

な
ど
の
評
価
で
ス
タ
ー
ト
。

　
「
日
産
は
ゴ
ー
ン
氏
の
就
任
で
危
険
度

を
早
め
た
」
と
ま
で
酷
評
さ
れ
た
時
期
も

あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
ム
ダ
と
日
本
独
特
の
し
が
ら

み
を
一
切
排
し
、
欧
米
型
経
営
者
に
あ
る

ち
だ
が
、
確
か
な
実
績
を
残
し
た
姿
は
経

営
者
と
し
て
学
ぶ
点
が
多
い
。

　

ゴ
ー
ン
氏
は
、
か
つ
て
「
日
本
企
業
の

社
員
は
優
秀
だ
。
リ
ー
ダ
ー
が
ふ
さ
わ
し

い
資
質
を
身
に
つ
け
れ
ば
、
企
業
は
生
ま

れ
変
わ
る
」
と
説
い
た
。
思
い
切
っ
た
改

革
に
着
手
で
き
な
い
で
い
る
日
本
の
経
営

者
に
聞
か
せ
た
い
言
葉
で
も
あ
る
。

　

仏
の
ル
ノ
ー
を
振
り
出
し
に
，
当
時
経

営
危
機
に
あ
っ
た
日
産
に
乗
り
込
み
、
経

営
再
建
策
「
日
産
リ
バ
イ
バ
ル
プ
ラ
ン
」

を
策
定
。
工
場
閉
鎖
な
ど
周
囲
が
驚
く
大

胆
な
リ
ス
ト
ラ
や
徹
底
し
た
経
費
削
減
を

断
行
、
営
業
利
益
率
「
４
・
５
％
以
上
」

の
目
標
を
前
倒
し
で
達
成
し
て
経
営
立
て
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